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本論文は Aspergillusnigerのアデニン要求株によるcpolygalact uronaseの生産機構を，本酵素生

産に特徴的な cataboliterepressionの機構を中心として，生理学的，動力学的観点から研究した成

果をまとめたもので，その内容は，緒論，本文4章および総括からなっている O

緒論では，本研究の目的とこの分野で占める位置について述べている O

第 1章では， polygalacturonase生産には誘導基質としてペクチン，ペクチン酸あるいはガラクツロ

ン酸を必須とし，ペクチンにより誘導された polygalacturonaseは3種の酵素分画に分れることを認

めたo 3種の成分酵素の酵素化学的性質には相当の差異があり，一部成分間に相乗作用があったO ま

た各成分は培養中ほぼ平行して生産されるが，誘導物質が異なると成分酵素含量比が異なることが判

明した。

第 2章では，ベクチンを誘導基質とする培地での polygalacturonase生産がグルコース等により著

しい cataboliterepressionを受けることを認め，その機構を解析した O アクチノマイシン S3シク

ロヘキシイミドおよびグルコースの酵素生産阻害様式の比較から，グルコースは translationを阻害

することが示された。この結論は，アクチノマイシン S3存在下およびび、脱誘導過程でで、のp卯01片yg，伊ala舵ct印u山lro刀O

nase生産がグルコ一ス添加後速カか、に抑制されたことカか、らも支持された O また translation阻害では

polygalacturonase生産能は殆んど減少しなかったが，グルコース存在下では， inducer添加条件下

でも誘導菌体の酵素生産能が増加しないことより， polygalacturonaseの抑制は translationのみなら

ず transcriptionをも阻害することが強く示唆された O

第 3章では，ペクチンを誘導基質とする培地での polygalacturonase生産は典型的な増殖非連動型
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を示したが，ガラクツロン酸を基質とすると増殖相でも認められたので，動力学的，生理学的の両面

より解析を行った。その結果， catabolite repressionと誘導 lagが生産型を支配する重要な因子であ

り，酵素生成系の高度の安定性が非増殖相での生産継続の主要因であることを認めた。

第4章では，大豆粉等を主体とする天然培地では cataboliterepression原因物質が存在しでも増

殖相で著量の polygalacturonaseを生産する要因の究明を行い，要因の 1つは大豆中に酵素生産促進

性の高い物質があり，天然培地での酵素生産は，完全ではないが，抑制を受けたレベルであることを

明らかにした。

総括では以上の結果をまとめている o

論文の審査結果の要旨

本論文は食糧工業に重要なペクチン分解酵素群の 1つ， polygalacturonaseのAspergillusniger t; 
よる生産について詳細に研究したものであり，特にグルコースによる生産阻害の現象(catabolite 

repression )を中心に研究している O

まず， polygalacturonaseが誘導酵素であること， 3種類の polygalacturonase蛋白質が生産され

ること，その量比は誘導基質によって変化をうけるが何れの酵素もグルコースにより catabolitere-

pressionをうけることを明らかにした O ついで transcription阻害剤(actinomycin S 3)を用い，

i ) actinomycin S 3添加後長時間 polygalacturonase，生産が継続するのに反し cycloheximideやグル

コース添加では直ちに酵素生産が停止すること ii)actinomycin S 3抵抗性の酵素生産はグルコー

スにより阻害されること iii)脱誘導過程の酵素生産はグルコース阻害に感受性であること

iv)脱誘導過程におけるグルコースの repressionはグルコース除去とともに polygalacturonase生産

が回復すること，などからグルコースは translation段階で作用していると結論した。その他グルコ

ースは transcriptionの段階でも作用していることを，グルコースによる repression下では polyga-

lacturonase生産能の蓄積が認められないことから推定している O

以上の結果から A.nigerのpolygalacturonase生産を，誘導 lag期をもち cataboliterepressionを強

く受ける安定 ηボNA支配の酵素生産と規定し動力学的に定式化を試みている O また天然培地中特に大

豆中酵素生産促進性物質の存在を推定している O

以上の知く本論文は現在まで充分には研究されていない糸状菌の分泌酵素生産生理学に重要な知見

を提供し，基礎醗酵学および培養工学に貢献するところが大きい O

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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